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主な記事今日、子どもの遊び場やスポーツ活動の時間そのものの減少などによる子どもの
体力の低下が、指摘されています。特に都会では、子どもが外で体を思い切り動か
すことができる環境は多くありません。平成１９年度東京都児童・生徒の体力テスト
調査結果によると、東京都の児童・生徒の体格は全国平均とほぼ同じですが、体力
・運動能力は全国より低い傾向にあります。また、体力テストと生活習慣の関係を
みると、朝食の摂取、睡眠時間などが体力に影響している、日ごろからスポーツに
取り組んでいる子どもとそうでない子どもとで二極化が進んでいるなどの問題が明
らかになっています。各幼稚園・小学校では、体を動かすことを習慣づけ、子ども
たちが楽しく体力を高めるための工夫をしています。

元元気気に

かかららだだ
動動かして
いますか？

２面 理科教育の充実に挑む

３面 スクールコーディネー
ターの仕事って…？
家庭の教育力

４面 図書館からのおしらせ
女神湖行き観光付きバ
スのご案内

東京都の児童・生徒の体格と体力・運動能力 �平成１９年度東京都児童・生徒の体力テスト調査結果�

５０�走ソフトボール（小）投げ
ハンドボール（中）投げ握 力体 重身 長

●本調査は、都内区市町村立小学校４８校、区市町村立中学校４６校を対象とし、平成１８年度の全国調査結果と比較しています。全国調査は、調査した翌年に公表されるため、
前年度結果との比較としています。

愛日幼稚園では、新宿少年サッカークラブのコーチを
招いて、サッカーを教えてもらいました。まずは手始め
に『手つなぎ鬼』のゲームで体をしっかり慣らします。
いよいよゴールが用意されると、キーパーのかえるマン
に向かって、思いっきりキック！なかには、キーパーの

頭を越える力強いキックを見せる子もいます。すっかり慣れて、シュー
トが次々に決まるようになると「かえるマンよわーい！」「しっかりキ
ーパーやって！」とかわいい野次が飛ぶことも。「サッカー楽しい！」「早
くゲームやろうよ！」などと、時間いっぱい
グランドを走り回った子どもたちですが、ま
だまだ元気があり余っているようでした。

「マッスルタイム」。これは富久小学
校で毎週火曜日、朝８時２５分から８時４５分まで行
われている体を動かす活動。季節により活動内容
は変わりますが、鉄棒、竹馬、一輪車、なわとび、
シャトルランなどの種目から子どもたちが自分自
身で選び、できるようになったら先生に見せて、
「マッスルがんばり表」に合格印を押してもらい
ます。決められた目標はありません。子どもたち
にとってマッスルタイムは生活のリズムの一部。
休み時間にも校庭で、鉄棒、なわとびの他に、竹
馬や一輪車なども使い、自由にそして楽しそうに
体を動かしています。

と い れい こ

１０月１４日、講師の戸井玲子先生を招いて、キッズビク
スを行いました。ダンスだけではなく、走ったり、ゲー
ムをおり交ぜたりして、どの子も自然に体を動かせるよ
うに工夫しています。子どもたちは、激しい動きが大好
き。おなじみの「アイアイ」や「アルプス一万尺」に合

わせて歌いながらジャンプしたり、グルグル回ったり。動きが速くなる
と「きゃあ！」と歓声をあげ、クシャクシャの笑顔で友達と大はしゃぎ
です。「今の子どもたちは、自然の中で体を動かすことができないです
ね。平衡感覚が劣ったなどと言われますが、そういったものを刺激する
ように複雑な動きを取り入れています」と戸井先生。家に帰って、家族
で楽しく親子ビクスができるといいですね。

り り

今回は地域の祭りや文化祭で日ごろの成果を発揮する児童・生徒の凛々しい姿をご紹介します。

１０／２５ 第３８回一中祭。全校生徒
が校庭に円を描きフォークダンス牛込第一中学校１０／１２ 四谷大好き祭りでエイサ

ーを踊る４年生四谷小学校１０／１３ 第２７回大久保祭りで
大久保太鼓を披露する６年生大久保小学校

★本紙は新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設などに置いています。また新聞を購読していない等で郵送をご希望の方はご連絡下さい。教育政策課企画調整係 �（５２７３）３０７４

愛日
幼稚園

津久戸
幼稚園

富久
小学校



問合せ 

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

��問
合
せ 

18年度 19年度 20年度 18年度 19年度 20年度 
0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

78％ 74％ 76％ 

21％ 

1
％ 

24％ 23％ 

2
％ 

1
％ 

76％ 72％ 71％ 

22％ 

2
％ 

26％ 28％ 

2
％ 

1
％ 

通学区域の学校 通学区域外の学校 新宿区外から通学している 

小学校  中学校  

18年度 19年度 20年度 18年度 19年度 20年度 
0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

49
％ 45

％ 

52
％ 

43
％ 

34
％ 

13
％ 

44
％ 

28
％ 

15
％ 

43
％ 

24
％ 

26
％ 

53
％ 

63
％ 

52
％ 

31
％ 

42
％ 

8
％ 

25
％ 

41
％ 

10
％ 

26
％ 

42
％ 

14
％ 

子どもの友人関係 自宅からの距離・通学の安全 学校のイメージ・評判 兄・姉が他校に通学している 
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科
学
技
術
を
め
ぐ
る
世
界
的
な
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
今
、
次
代
を
担
う
科
学
技
術
系
人

材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
科
学
技
術
の
土
台
に
な
る
理
科
教
育

の
授
業
時
数
が
増
加
。
特
に
理
科
の
「
観
察
・
実
験
」
の
時
間
は
４０
年
ぶ
り
に
増
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
新
宿
区
で
は
教
員
の
指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
、
年
間
を
通
じ
て
授

業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１０
月
１５
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
区
立
全
中
学
校
の
理
科
教
員
に
よ
る
研
修
会
で
は
、
平
成
１７
年

度
か
ら
新
宿
区
と
連
携
し
て
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
Ｓ

Ｐ
Ｐ
）
を
展
開
し
て
い
る
早
稲
田
大
学
先
端
科
学
・
健
康
医
療
融
合
研
究
機
構
の
准
教
授
ら
を
講

師
に
迎
え
、
最
新
の
科
学
技
術
や
解
剖
実
験
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
私
た
ち
が
あ
ま

り
見
る
機
会
が
な
い
先
生
た
ち
の
研
修
会
、
熱
心
な
先
生
た
ち
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
し

い

よ
し
た
か

い
る
石
井
義
孝
准
教
授
か
ら
、
早
稲
田
大
学
連
携

Ｓ
Ｐ
Ｐ
講
座
で
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
下
記
の
お
知

ら
せ
参
照
）
の
ひ
と
つ
、
酵
素
の
働
き
を
学
ぶ
た

め
の
生
物
発
光
実
験
に
つ
い
て
講
義
を
う
け
ま
し

た
。
真
剣
な
眼
差
し
で
話
に
聞
き
入
る
先
生
た
ち
。

「
２
時
間
の
う

ち
の
１
時
間
は

考
え
る
こ
と
を

中
心
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

正
解
を
答
え
ら

れ
る
か
ど
う
か

よ
り
、
生
徒
か

ら
出
て
く
る
い

ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
評
価

す
る
コ
メ
ン
ト

を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」。

日
々
の
研
究
で
は
、
成
果
よ
り
も
失
敗
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
多
い
と
い
う
石
井
准
教
授
。
み
ん
な
が

そ
ろ
っ
て
正
解
を
出
す
優
秀
な
ク
ラ
ス
よ
り
も
発

想
が
豊
か
な
ク
ラ
ス
の
方
が
お
も
し
ろ
い
と
い
い

ま
す
。

続
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

の
た
め
、
最
近
行
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
解
剖
実

験
を
体
験
。

今
回
は
特
別
に
お
願
い
し
、
同
大
学
生
命
医
科

み
な
み

さ
わ
す
す
む

学
科
の
南
沢
享
教
授
が
ね
ず
み
と
カ
エ
ル
の
心
臓

の
波
形
を
観
察
す
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
人
間

に
近
い
波
形
は
同
じ
哺
乳
類
の
ネ
ズ
ミ
の
ほ
う
。

先
生
た
ち
は
モ
ニ
タ
ー
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
生
徒
た
ち
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出

す
た
め
の
指
導
方
法
や
提
案
な
ど
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ビ
デ
オ
で
見
る
の
で
な
く
、
実
際
に
体
験
し

て
み
る
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
」「
心
臓
の
波

形
を
見
た
後
、
消
化
器
か
ら
染
色
体
の
観
察
を
行

い
、
さ
ら
に
目
の
角
膜
、
脳
を
見
せ
る
な
ど
、
ひ

と
つ
の
個
体
か
ら
す
べ
て
を
実
験
に
使
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
し
て
は
ど
う
か
」
普
段
の
授
業
を
想
定
し

て
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
き
ま
す
。

「
生
命
の
大
切
さ
と
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

教
え
れ
ば
い
い
の
か
」「
解
剖
の
過
程
を
ど
の
程

度
見
せ
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い

て
も
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
科
学
技
術

の
進
歩
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
採
り
入
れ
た
い
」
な
ど
今
後
に
向
け

た
提
案
も
出
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
先
生
は
「
直
接
学
者
か
ら
科

学
最
先
端
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
学
べ
る
時
間
は
貴
重
。

刺
激
を
受
け
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

○●早稲田大学連携SPP講座公開のお知らせ●○
テーマ：「身体から組織、細胞へ～見えないものを見てみよう～」

一般の方もご覧いただけます。是非ご観覧ください。教
育
指
導
課
教
育
活
動
支
援
係

（
５
２
７
３
）
３
０
８
４

講座内容 ★筋肉の動くところを見てみよう
筋繊維の収縮から心臓へスケールアップしながら生体化学反応について学びます。
【西早稲田中】２／３（火）・２／１０（火）１３：３０～
【新宿中】１／２７（火）１０：４５～

１１／２５（火）・１２／２（火）に西早稲田中で、１２／５（金）に
新宿中で、ＳＰＰ講座第１弾「酵素パワーを解明しよう」が行
われ、生徒は「ホタルの光」を再現しながら、細胞内で起こっ
ている生体化学反応の本質を見抜くことを学びました。

新宿区では、翌年度の新一年生を対象に、区立中学校は区内全域、区立小学校は隣接
している学区域から学校を選択できる学校選択制度を平成１６年度より導入しています。
導入から毎年、区立小中学校の新一年生の保護者を対象にアンケート調査を実施して
います。平成２０年度のアンケート結果がまとまりましたのでお知らせします。
（１６年度からのアンケート結果の詳細は、教育委員会ホームページでご覧いただけます）

Ｑ３Ｑ１
選択した学校（通学区
域も含めて）に入学し
てよかったですか？

入学した学校はどこで
すか？

平成１８年度から２０年度まで
「通学区域の学校」を選択し
たのは、小・中学校ともに７０
％台となっています。
中学校でわずかながら「通
学区域外の学校」を選択した
割合が増加しています。

「大変満足している」と「満
足している」の合計が、平成
２０年度、小学校９４％、中学校
９３％となっており、過去２年
間と変わらず高い水準になっ
ています。

●
新
宿
区
は
、
身
近
な
環
境
に
配
慮
し
た
、
地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
し
ん
じ
ゅ
く
の

教
育
は
、
森
林
資
材
の
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
、
古
紙
を
利
用
し
た
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

Ｑ４Ｑ２
通学区域の学校を選ば
なかった理由

学校選択制度について
どう思いますか？
（平成２０年度から質問項目にい
れました）

（複数回答可）
※回答件数÷通学区域外の学
校の回答数＝回答率

「あったほうがよい」と答
えた方が全体の６割を超え、
「なくてよい」を大きく上回
っています。

これは通学区域外の学校に
入学した方を対象としたアン
ケートで、小・中学校ともに
１番上位が「子どもの友人関
係」となっています。

※構成比は四捨五入しているため、合計が１００％にならないことがあります。
学校運営課学校運営支援係 （５２７３）３０８９

昨
年
度
の
Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
様
子

しんじゅくの教育 vol．80 ＊ 平成２０年（２００８年）１２月１５日発行



～学校の授業を支える縁の下の力持ち！～ 

問合せ 

問
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スクール・コーディネーターは、地域の多様な人材や教育資
源を学校に導入して、子どもたちの学習活動や体験活動を充実
していくとともに、より地域に開かれた学校づくりを助け、学
校と地域と家庭とをつないでいく重要な役割を担っています。
今回は、各学校のスクール・コーディネーターの皆さんに、具
体的な活動を通しての体験談を語っていただきました。

教育指導課教育活動支援係
（５２７３）４２３７

地域と家庭と学校を結ぶ職場体験を
コーディネート 西早稲田中学校 早坂 幸恵さん

田植え・稲刈り体験のできる場所を求めて
天神小学校 大和 涼子さん

スクール・コーディネーターとして初めて依頼された仕事が、中学生が行
う職場体験の受け入れ先を依頼して回ることでした。西早稲田中学校では「地
域に根ざした学校づくり」をコンセプトとしているため、受け入れ先はでき
るだけ通学区域の事業者をと考え、大久保・百人町・戸塚・早稲田・高田馬
場方面にある５１の事業所にお願いしました。
一軒一軒訪問して感じたことは、受け入れ先の方が短期間の職場体験の中

で仕事の大切さや、人と人との関わり方を学び感じ取ってもらうにはどうす
ればいいのかなど真剣に考えてくださっているということでした。地域の一
員として子どもを育てていこうとする意識の高さに驚かされました。その分、
体験期間を終えて「生徒さんが一生懸命仕事に取り組んでくれて良かったよ。
来年も是非受け入れたい」という声を聞くとほっとし嬉しく、一方「おしゃ
べりばかりでやる気がみられない」という声を聞くと、せっかく受け入れて
下さった方の思いに応えられず、申し訳ない思いになります。
西早稲田中学校では特に夏休みに入ってからの実施となりますので、ご家

庭においても関心を持っていただき、ただ職場体験に行ったというのではな
く、その日の体験で感じた事や一日の仕事の内容、事務所の方とのやりとり
等、家庭での会話の題材となればいいなと思っています。
生徒さんの職場体験を通して、地域と家庭と学校の連携を深めることがで

きれば、とても有意義であり、子どもの豊かな成長につながっていくのでは
と感じました。

昨年度４月、５年生の担任から「田植え」が出来るところを探してほしいとの依頼があ
りました。前年まで体験が出来た場所は、移転してしまったとのこと。インターネットで
探してみると、都内でも数カ所の公園で田植えが出来ることが分かりましたが、「近隣小
学校の児童が、毎年行うので…」と断られるばかり。土日に体験出来るところが見つかり
ましたが、休日に授業の一環として田植えをすることは、様々な理由から難しく、やむな
くバケツ稲での授業となりました。そこで、今年度は、校長の許可を頂き、スクール・コ
ーディネーターが企画する体験バスツアーとして全校児童・保護者に呼びかけ、希望者を
募るかたちで、八王子での田植え、稲刈り体験が実現しました。実現には１年掛かりまし
たが、参加した方から、「新宿では味わえない農業体験でした。素足で田植え、鎌を使っ
て稲刈りと…。緑いっぱいの田畑で、子どもたちがいつになく元気だったことが印象的で
した」「夏場の手入れや稲刈り後の脱穀
まで経験出来るプログラムがあったら、
ありがたいです」など嬉しいお言葉を頂
きました。希望者が多く、児童優先とな
ってしまい、お断りする保護者の方が出
てしまったことは心苦しく、次回への課
題となりました。何事も簡単に出来るこ
とはなく、やればやるほど自分の力のな
さに愕然としますが、子どもたちの笑顔
に励まされ、今日も学校に行く日々です。

今、子どもたちに伝えたいこと…淀橋第四小学校 佐藤 文子さん

「戦争体験を話してくださる地域の方を探してもらえませんか」と声をかけてきたのは、３年生の先生でした。国語の授業で、
『ちいちゃんのかげおくり』という作品をとりあげるとのこと。地域の方で、戦争時の小学校周辺の様子を話していただければ
ということだったので、まずは淀橋第四小学校の卒業生の中から探せないかと、近所の知り合いから町会長さんなど、いろいろ
な方に声をかけさせていただきました。そんな中、淀橋第四小学校の卒業生で、今は隣町にお住まいのＯさんという方が引き受
けてくださることになりました。８５歳というＯさんは、当時は戸塚第三小の先生をしておられ、子どもたちを連れて草津に疎開
していたそうです。防空壕のことなど、子どもたちは事前授業で戦争についての勉強をしていたので、Ｏさんのお話がよりリア
ルに感じたのでしょう、熱心に耳を傾けていました。そんな時、ふと気づいたのです。現場の先生方の中に、戦争体験を語れる
人は一人もいないということを。今さらではありますが、その事実にとてもショックを受けたのです。
戦争に係わる授業は、現代、そして未来を学んでいくためにも欠かせない大切な授業です。しかし、それを体験者として語っ

てくださる方は、とても少ないのです。「あまり覚えていない」と言われたり、子どもたちの前で話すことが「恥ずかしい」と
言われたりすることもありました。
戦争資料として、ＤＶＤや書籍はたくさんあります。しかし、○○ちゃんのおばあちゃん、おじいちゃんが直接話してくださ

ることの方が、それらの何倍も子どもたちに伝わります。どうしたら、そういう地域の歴史を、声を残していけるのでしょうか。
スクール・コーディネーターになって２年。地域の方々とお話する機会が増えました。そして、地域の中には子どもたちに伝

えていかなければならないことがたくさんあることも知りました。それらを伝えようと思う反面、その難しさも実感しています。
今、私たちに何ができるのか、何をしていかなければならないのか…大きな課題となりました。

子どもたちの朗読を聞くＯさん（中央）と淀四小
の同級生というＫさん（中央左）
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Ａ
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催
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Ｔ
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で
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Ｔ
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も
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・
講
座
〜
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問合せ�

図書館からの お し ら せ
図書館では本の貸出のほか、調べ学習のお

手伝いやおはなし会などのイベントも行って
います。この機会にぜひ図書館へおこしくだ
さい。

＊区立図書館の
利用サービスが充実します。

新宿区立図書館では平成２１年２月３日（火）か
ら次の新たなサービスを始めます。

１ 中央図書館の４階にある視聴覚資料を３階に
移転して、取扱時間を拡大します。

２ ＩＣタグの導入により、貸出処理の迅速化等
を図ります。また、特別図書整理期間を短縮
し、開館日を増やします。

３ レファレンス専用カウンターを全館に設置し
ます。

４ 全館に自動貸出機を設置し、ご自身の操作で、
図書館資料の貸出手続が出来るようになりま
す。

５ インターネットの利用が可能なパソコンを全
館に設置します。（一部サイト検索の制限有
り）

ご利用方法等の詳細については、次号でお知ら
せします。

こども図書館（中央図書館内）
（３３６４）１４２１新宿区立図書館 行事のお知らせ

中央図書館
（３３６４）１４２１

おはなし会については新宿区立図書館ホームページをご覧いただくか、こども図書館へお問い合わせください。

図書館から図書館から
日に日に寒さが身にしみる季節です。
暖かいお部屋の中でゆったりと読書するのもいいですね。

コンドウ フミ エ

著 者：近藤 史恵
出版社：新潮社

「サクリファイス」とは犠牲。チームの力で戦うロ
ードレース、自分のチームから優勝者を出すために、
「エース」を「アシスト」の選手がサポートする。
その競技中に起きた悲劇は、単なる事故のはずだっ
た。ところが、事故の「真相」は二転三転する。馴
染みの薄い自転車ロードレースの世界を丁寧にわか
りやすく描ききった青春ミステリーの逸品。

ワ ダ リョウ

著 者：和田 竜
出版社：小学館

この作品は、第１３９回直木賞候補となった。天下統
一を目指す豊臣秀吉の軍勢が唯一落とせない城があ

うき しろ ぶ

った。周囲を湖で囲まれ「浮城」と呼ばれていた武
しゅう おしじょう

州・忍城。城主は領民から「でくのぼう」を略して「の
ぼう様」と呼ばれ誰にも及ばない「人気」があった。

なり た なが ちか

城主成田長親は、誇れることは何もない、武将たる
智・仁・勇もない。その長親が戦を選択、城内・重
臣たちは大混乱になり忍城戦は幕を開ける。

ヤン ・ イー

著 者：楊 逸
出版社：文藝春秋

この作品の著者は、デビュー作「ワンちゃん」で第
１３８回芥川賞候補になり、本作品で初めて外国人と
して芥川賞を受賞した。親友である二人の中国人青
年が１９８９年の天安門事件で挫折するまでと、その後
日本で民主化運動を続け、北京オリンピック前夜ま
での人生の苦悩や哀歓を通して、成長していくさま
を描いた青春小説。

蓼科でスキー三昧！
女神湖で雪国体験！新新宿宿区区発発ヴヴィィレレッッジジ女女神神湖湖行行きき観観光光付付ききババススののごご案案内内

新宿の区外学習施設ヴィレッジ女神湖がある白樺高原は、冬季は降り積もった雪により、一面の銀世界となります。女神新宿の区外学習施設ヴ
湖の近くにはいくつものスキー場があり、雪に触れ親しむ人々で毎年盛況です。湖の近くにはいくつもの
今年度から運行を開始した「新宿区発ヴィレッジ女神湖行き観光付きバス」では、この絶好のロケーションを活かした、は、こ今年度から運行を開

他にはないツアーをご用意しています。冬の定番、スキーツアーは初・中級者用と上級者用の２コースがあり、どちらのコ用と上級者他にはないツアーをご
ースにもインストラクターが同行するため、スキーは初めてだという方にも、スキルアップしたい！という方にもお楽しみうスキルアッースにもインストラク
いただけます。また、豊富な雪を用いた“かまくら作り”いただけます。また、豊 をする雪国体験コースもあります。自分たちで作ったかまくらので作ったもありま
中で味わうおしるこは、格別の美味しさでしょう。味わうお
観光付きバスツアーの詳細・価格や予約等は、ヴィレッジ女神湖のホームページ（http://www.megamiko.jp/）をごmegamiko.jp/）をヴ付きバ 覧い

ただくか、あんしん宿予約センターへお問い合わせください。各出張所・区民センター・図書館等でもチラシを配布していでもチラシを配布合わせく
ます。もちろん、通常のご利用もお待ちしています！待ちしています！

［冬季予定ツアー］アー］
●観光バスの受付窓口

あんしん宿予約センター ０３（３２６３）１４１５

ヴィレッジ女神湖 ０２６７（５５）６１００

●一般利用の受付窓口

日通旅行ビジネスサービス 新宿区役所内営業所

０３（５２７３）３８８１

※ 年末年始はヴィレッジ女神湖に直接お問い合わせください

スキー場直行便スキー場直行便
初・中級者（２泊）初・中級者（２泊）

１／１／１０１０（土）（土）～１／～１／１２（月）

３／７７（土）（土）～３／９（月）

３／２０（金）～３／２２（日）

スキー場直行便
上級者（２泊）

３／１２（木）～３／１４（土）

３／１６（月）～３／１８（水）

３／２２（日）～３／２４（火）

かまくら作り体験コース作り体験コース
（１泊）

３／１４（土）土）～３／～３／１５１５（日）（日）

料
金
大人１名
１３，７００円～１６，０００円

料
金
大人１名
１９，９００円～２６，０００円

料
金
大人１名
２１，４００円～２６，０００円

■議案

○平成２１年度使用新宿区立小学校教科用図書の採択につい

て

○平成２１年度使用新宿区立中学校教科用図書の採択につい

て

○戸山図書館・北新宿図書館・中町図書館の指定管理者の

指定について

○新宿区教育ビジョン素案について

○教育財産の取得の申出について

■報告事項

○区有施設の天窓（トップライト）設置状況調査について

○愛日幼稚園・中町保育園の子ども園化について

○牛込地区学校適正配置の考え方と取り組み方針について

○原油等価格高騰緊急対策の実施について

○女神湖高原学園の観光付きバスの運行開始について

教育委員会はどなたでも傍聴できます

会議の日時、場所、議案については、区役所本庁舎の門前掲

示場に掲示しています。

傍聴をご希望される方は、開始時刻の１０分前までに会議場へ

お越しください。その場で傍聴券をお渡しします。ただし、お

酒を飲んでいる等傍聴をするのに不適当と認められるときや会

議場の都合で多くの方が入場できないときには、傍聴をお断り

する場合があります。

また、議案等の内容が個人情報に関係するなど会議を公開す

ることが不適当と教育委員会が決定した場合は、非公開とする

こともありますので、あらかじめご了承ください。

教育委員会は、区議会の同意を得て区長が任命した６名

の委員で構成する合議制の執行機関です。
会議は、毎月１回第１金曜日（都合により変更あり）に
定例会を、また、必要に応じて臨時会を開催して、教育

行政の基本的施策の決定や議案の審議をするほか、諸事
項について事務局から報告を受けています。
今号では、平成２０年６月２日から１１月７日までに行われ
た教育委員会の主な議決事項等をお知らせいたします。

教育政策課管理係
（５２７３）３０７０

●本紙に関するお問合せ 問合せ�教育政策課企画調整係 （５２７３）３０７４

問合せ先

３２６７－３１２１

３２０９－３８１２

３３６４－１４２１

３３６４－１４２１

３２０８－２４３１

３３６５－４７５５

３３６４－１４２１

会場名

中町児童館

大久保図書館絵本コーナー

中央図書館４階視聴覚ホール

こども図書館おはなしのへや

鶴巻図書館３階会議室

北新宿生涯学習館２階 レク

リエーションホール

中央図書館４階視聴覚ホール

内容

ミッキーマウスのメリークリ

スマス・おじいさんと不思議

なおくりもの

読み聞かせなど

マッチ売りの少女・大男とク

リスマスツリー・ミッキーマ

ウスとゆかいな仲間たち

カルタ大会・百人一首大会

からすのパンやさん・雪渡り

行事名

こども映画会

冬のおたのしみ会

こども映画会

カルタであそぼう

韓国語のお話会

こども映画会

開始時間

１５時００分

１５時００分

１４時００分

詳細は問い合わせ

１３時３０分

１４時００分

１４時００分

曜日

水

水

木

水

土

土

土

月日

１２月２４日

１２月２４日

１２月２５日

１月７日

１月１０日

１月１７日

１月１７日

館名

中町

大久保

こども

こども

鶴巻

北新宿

こども

イス』イイリファリファイ『サクリ』』』うの城うの城』『のぼう
にじににに

』』』滲む朝滲む朝』『時が滲滲

しんじゅくの教育 vol．80 ＊ 平成２０年（２００８年）１２月１５日発行


